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論 文 内 容 の 要 旨 

 

この学位論文では非有界等質領域の正則自己同型群による特徴付けについて述
べる. 一般に複素多様体の正則自己同型群による特徴付け問題とは次のようにいえ
る. 二つの複素多様体M , N が与えられその自己同型群 Aut(M), Aut(N)が位相
群として同型であるとき, M とN は双正則同値であるか？一般の複素多様体のク
ラスでは自己同型群は自明であるものも多くあり問題は肯定的ではないので, 意味
をもつ場合としてユークリッド空間内の等質領域を考えることにする.

有界等質領域のクラスでは次に述べるように normal j-algebraというものを考
えれば, 有界等質領域は自己同型群によって統制されている. まず, 有界領域の自
己同型群は Lie群であることが H. Cartanによって示されている. 従って, 有界
等質領域の自己同型群は Lie群である. Piatetski-Shapiroによってこの Lie環には
normal j-algebraと呼ばれる部分Lie環を含むことが示され,また逆に任意のnormal

j-algebraは有界等質領域を与えることも示された [6]. これらの対応は一対一であ
るから,有界等質領域はnormal j-algebraによって特徴付けられているといえる. さ
らに既約な有界等質領域は，自己同型群から複素共役を除いて定まることも知ら
れている [2].

しかし, 非有界等質領域ではこのような一般論はまだ存在しない. 与えられた非
有界等質領域の例に対して個別に調べられている. 例えば Cnの特徴付けは Isaev

[3] によって与えられた. その他にも巨大な自己同型群をもつ領域に対していくつ
かの肯定的な結果が得られている [1], [4], [5], etc.

この論文では次の非有界領域を考える:

Dn,1 = {(z0, · · · , zn) ∈ Cn+1 : −|z0|2 + |z1|2 + · · · + |zn|2 > 0},

この領域には次の群が正則自己同型として作用する.
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GU(n, 1) = {M ∈ GL(n + 1, C) : M∗JM = ν(M)J, for some ν(M) ∈ R>0},

ここで J =

(
−1 0

0 En

)
. このことからDn,1は等質領域であることが分かる. そし

て自己同型群はGU(n, 1)であることが示される:

Theorem 0.1. Aut(Dn,1) = GU(n, 1) for n > 1.

領域の特徴付け問題とは, このような自己同型群を持つのはDn,1 だけであるか
を問いている. この問題を, Stein多様体に含まれる領域のクラスにおいて肯定的に
解決した:

Theorem 0.2. Let M be a connected complex manifold of dimension n+1 that

is holomorphically separable and admits a smooth envelope of holomorphy. As-

sume that Aut(M) is isomorphic to Aut(Dn,1) as topological groups. Then M is

biholomorphic to Dn,1.

この場合のように等質領域であれば自己同型群によって特徴付けられることが
期待されるが, 一般にはそうではない. この論文では一つ反例を与える.

Theorem 0.3. There exist domains in Cn, n > 4, which are not biholomorphic

equivalent, while its automorphism groups are isomorphic.
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